
だいこん登録農薬適用表
登録内容は2022年9月1日現在

用　途 毒
劇

FRAC
コード

薬剤名 使用時期 倍率・使用量（10ａ当り） 100ℓ調整時
薬量

適用病害虫・雑草 予防 治療 剤型 使用方法 成分名 備考

20～30ｋｇ ― 一年生雑草、萎黄病、
根こぶ病、バーティシリウム黒点病

10～20㎏ ― ネグサレセンチュウ

用　途 毒
劇

FRAC
コード

薬剤名 使用時期 倍率・使用量（10ａ当り） 100ℓ調整時
薬量

適用病害虫・雑草 予防 治療 剤型 使用方法 成分名 備考

6～9ｋｇ ― 白さび病 全面土壌混和

6kg ― 白さび病 作条土壌混和

１１ アミスター２０フロアブル 収穫14日前まで　　　　 2,000倍 （100～300ℓ） 50ml 白さび病、ワッカ症 ○ ○ フロアブル 散布 アゾキシストロビン

Ｍ５ ダコニール１０００ 収穫45日前まで 1,000倍 （100～300ℓ） 100ml 炭疽病、白さび病、白斑病、ワッカ症 ○ × フロアブル 散布 ＴＰＮ

３１ スターナ水和剤 収穫14日前まで 1,000倍 （100～300ℓ） 100g 軟腐病 ○ ○ 水和剤 散布 オキソリニック酸

２４、Ｍ１ カスミンボルドー 収穫14日前まで 1,000倍 （100～300ℓ） 100g 軟腐病、ワッカ症、黒斑細菌病 ○ ○ 水和剤 散布 カスガマイシン、
塩基性塩化銅

Ｍ１ ヨネポン水和剤 収穫7日前まで 500倍 （100～300ℓ） 200g 白さび病、軟腐病、黒斑細菌病 ○ × 水和剤 散布 ノニルフェノールスルホン酸銅

Ｍ１ Ｚボルドー ― 500倍（100～300ℓ） 500g 白さび病 ○ × 水和剤 散布 塩基性硫酸銅

用　途 毒
劇

IRAC
コード

薬剤名 使用時期 倍率・使用量（10ａ当り） 100ℓ調整時
薬量

適用病害虫 効果
発現性

残効性 剤型 使用方法 成分名 備考

15kg～25kg ― ネグサレセンチュウ

15kg～20kg ― ネコブセンチュウ

は種時 １回 4～6ｋｇ ― コガネムシ類幼虫、タネバエ、ケラ、ネキリムシ類
全面土壌混和

 又は作条土壌混和

播種時または及び生育期 、
但し収穫21日前まで １回 6ｋｇ ― キスジノミハムシ

播種時：作条土壌混和
作物生育中：株元土壌混

和

生育期 但し､収穫21日前まで １回 6kg ― ネキリムシ類 土壌表面散布

4ｋｇ ― タネバエ 播溝土壌混和

6～9ｋｇ ― 全面土壌混和

4kg～9kg ― 播溝土壌混和

収穫14日前まで 6ｋｇ ― 株元散布

３Ａ トレボン乳剤 収穫21日前まで 1,000～2,000倍 （100～300ℓ） 100～50ml アブラムシ類、コナガ、ヨトウムシ、アオムシ 速 中 乳剤 散布 エトフェンプロックス

４Ａ アドマイヤー１粒剤 は種時 3kg～6kg ― アブラムシ類 ― ― 粒剤 播溝土壌混和 イミダクロプリド

2,000～4,000倍 （100～300ℓ） 50～25g アブラムシ類、カブラハバチ

2,000倍 （100～300ℓ） 50g
コナガ、キスジノミハムシ、アオムシ、
ダイコンサルハムシ

2,000～3,000倍 （100～300ℓ） 50～33g アブラムシ類

1,000倍 （100～300ℓ） 100g キスジノミハムシ

2,000倍 （100～300ℓ） 50g ダイコンハムシ

４Ａ アクタラ顆粒水溶剤 収穫7日前まで 2,000倍 （100～300ℓ） 50g アブラムシ類 中 長 顆粒水溶剤 散布 チアメトキサム

４Ｃ トランスフォームフロアブル 収穫前日まで 2,000倍 （100～300ℓ） 50ml アブラムシ類 速 長 フロアブル 散布 スルホキサフロル

1,000～2,000倍 （100～300ℓ） 100～50ml アオムシ、コナガ

2,000倍 （100～300ℓ） 50g ハイマダラノメイガ

劇 １３ コテツフロアブル 収穫14日前まで 2,000倍 （100～300ℓ） 50ml アオムシ、コナガ、ダイコンサルハムシ 速 中 フロアブル 散布 クロルフェナピル

劇 １４ パダンＳＧ水溶剤 収穫7日前まで 1,500倍 （100～300ℓ） 67g
コナガ、アオムシ、アブラムシ類、カブラハバチ、
キスジノミハムシ、ハモグリバエ類

遅 中 水溶剤 散布 カルタップ

１５ カスケード乳剤 収穫14日前まで 2,000～4,000倍 （100～300ℓ） 50～25ml アオムシ、コナガ、ハイマダラノメイガ 遅 長 乳剤 散布 フルフェノクスロン

２８ プレバソンフロアブル５ 収穫前日まで 2,000倍 （100～300ℓ） 50ml
コナガ、アオムシ、ヨトウムシ、ハイマダラノメイ
ガ、カブラハバチ、ハモグリバエ類 速 長 フロアブル 散布 クロラントラニリプロール

２９ ウララＤＦ 収穫前日まで 2,000倍 （100～300ℓ） 50g アブラムシ類 遅 長 顆粒水溶剤 散布 フロニカミド

用　途
毒
劇

10ａ当り使用量 使用回数 剤型 使用方法 成分名 備考

土壌処理
除草剤

150ｍｌ　（100ℓ） １回 乳剤 全面土壌散布 アラクロール

茎葉除草剤
（選択性）

150～200ｍｌ （100～150ℓ） １回 乳剤 雑草茎葉散布 セトキシジム

茎葉除草剤
（非選択性）

300～500ｍｌ （100～150ℓ） ２回以内 液剤 雑草茎葉散布 グルホシネートバスタ液剤 収穫45日前まで（雑草生育期播種前又は畦間処理） 一年生雑草

適用雑草

ラッソー乳剤 播種直後（壌土～埴土） 一年生雑草

ナブ乳剤
雑草生育期　イネ科3～5葉期

但し、収穫14日前まで
一年生イネ科雑草（スズメノカタビラを除く）

３回以内

３回以内

３回以内

２回以内

薬剤名 使用時期

速 短 乳剤 散布 エマメクチン安息香酸塩

長 顆粒水溶剤 散布 ジノテフラン

６ アファーム乳剤 収穫7日前まで ３回以内

４Ａ スタークル顆粒水溶剤 収穫7日前まで ２回以内 中

中 長 顆粒水溶剤 散布 アセタミプリド

１回

劇 ４Ａ モスピラン顆粒水溶剤 収穫14日前まで １回

― 粒剤 テフルトリン
キスジノミハムシ

３回以内

劇 ３Ａ フォース粒剤
は種時

１回 ―

農薬総使用
回数、合せ
て2回以内

― ― 粒剤
ダイアジノン

― ― 粒剤 全面土壌混和 ホスチアゼート

× 粒剤 メタラキシルM、
アゾキシストロビン

―

使用回数

殺
虫
剤

１Ｂ ネマトリンエース粒剤 は種前

３回以内

３回以内
殺
菌
剤

４、１１ ユニフォーム粒剤 は種前 １回

１Ｂ ダイアジノン粒剤５

２回以内

３回以内

野菜類登録の剤は別ページにまとめてあります。確認して使用してください。

○

５回以内

３回以内

４回以内

使用回数

２回以内

使用回数

劇
FRAC Ｍ３
IRAC ８Ｆ

ガスタード微粒剤 播種21日前まで 1回

１回

土壌
消毒

― ― 微粒剤 土壌混和 ダゾメット


